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日

号
外

ペ
ー
ジ

一
二
〇

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に

規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同

法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定

す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

二
一

二

一
二
一

食
品
衛
生
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
二
228

一

〇
農
林
水
産
省

六
六

持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方

式
の
導
入
の
促
進
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

八

一

六
七

動
物
用
医
薬
品
等
取
締
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
一

一

六
八

動
物
用
医
薬
品
の
使
用
の
規

制
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
一

一

〇
経
済
産
業
省

五
三

電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対

し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税

に
関
す
る
政
令
第
一
条
第
一

項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気

分
解
の
工
程
を
経
て
製
造
し

た
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
で
な
い

旨
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

一
五

一

五
四

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
八

四

〇
国
土
交
通
省

八
六

地
方
整
備
局
組
織
規
則
及
び

北
海
道
開
発
局
組
織
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

一

二

八
七

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

九
220

一

〇
防

衛

省

一
一

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

一

三

規

則

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
会
計
検
査
院

五

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務

分
掌
及
び
分
課
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

一

三

六

〃

一
六

一

〇
人

事

院

九
e

八
e

七
七

人
事
院
規
則
九
e

八
（
初
任

給
、
昇
格
、昇
給
等
の
基
準
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則

一
213

八

九
e

一
七
e

一
三
五

人
事
院
規
則
九
e

一
七
（
俸

給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

一
213

八

九
e

一
二
三
e

一
三

人
事
院
規
則
九
e

一
二
三

（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則

一
213

八

一
〇
e

四
e

二
一

人
事
院
規
則
一
〇
e

四
（
職

員
の
保
健
及
び
安
全
保
持
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則

一
213

八

一
六
e

〇
e

五
九

人
事
院
規
則
一
六
e

〇
（
職

員
の
災
害
補
償
）
の
一
部
を

改
正
す
る
人
事
院
規
則

一
213

九

九
e

三
〇
e

八
三

人
事
院
規
則
九
e

三
〇
（
特

殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改

正
す
る
人
事
院
規
則

三
一

二

〇
日
本
学
術
会
議

一

日
本
学
術
会
議
会
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

二
八

四

〇
国
家
公
安
委
員
会

一
二

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
214

一

訓

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

四
三

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務

分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令

一
七

六

告

示

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

二
一
四
e

二
一
六

総
合
特
別
区
域
法
第
二
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

金
融
機
関
を
指
定
し
た
件

一
213

九

二
一
七
e

二
二
七

総
合
特
別
区
域
法
第
五
十
六

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

金
融
機
関
を
指
定
し
た
件

一
213

九

二
二
八

災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
の

程
度
、
方
法
及
び
期
間
並
び

に
実
費
弁
償
の
基
準

一
213

一
〇

二
二
九

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
法
律
に
よ
る
救
援

の
程
度
及
び
方
法
の
基
準

一
213

一
二

二
三
〇

災
害
弔
慰
金
の
支
給
が
行
わ

れ
る
災
害
の
範
囲
等

一
213

一
五

二
三
一

災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第

五
号
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総

理
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
公

共
機
関
の
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
213

一
六

二
三
二

株
式
会
社
民
間
資
金
等
活
用

事
業
推
進
機
構
支
援
基
準

四

一

二
三
三
e

二
三
八

総
合
特
別
区
域
の
区
域
を
変

更
し
た
件

二
九

二

二
三
九
e

二
四
二

総
合
特
別
区
域
法
第
五
十
六

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

金
融
機
関
を
指
定
し
た
件

三
〇

二

二
四
三

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
五
条
第
一
項

第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施

設
で
あ
っ
て
、
保
有
す
る
歴

史
的
若
し
く
は
文
化
的
な
資

料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料

に
つ
い
て
同
令
第
六
条
の
規

定
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
行

う
も
の
を
指
定
す
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
一

二

〇
宮

内

庁

一
〇

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
イ
ン
ド

国
を
御
訪
問
に
な
る
件

三
〇

二

〇
公
正
取
引
委
員
会
、

消

費

者

庁

三

農
業
機
械
業
に
お
け
る
景
品

類
の
提
供
の
制
限
に
関
す
る

公
正
競
争
規
約
の
一
部
変
更

を
認
定
し
た
件

一
213

一
六

四

泡
盛
の
表
示
に
関
す
る
公
正

競
争
規
約
の
一
部
変
更
を
認

定
し
た
件

一
〇
221

一

〇
金

融

庁

五
七

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に

規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内

閣
府
令
第
十
条
第
一
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
適

格
機
関
投
資
家
に
該
当
す
る

者
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
213

一
六

™
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